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Trk 恥 oder 団 a 　 viride 　 Cl、　C，型 エ キ ソ 及 び エ ン ド セ ル ラ ーゼ に よ る
ア ビ セ ル 分 解 相 乗 作 用

（九 大 農 化 ）　 ○ 後 藤 正 利 　中 林 正 章 　古 川 謙 介 　林 田 轡 策

（目 的 ） Trichoderma 　 vivide 　 HK −75 が 産 生 す る 　Exo 王 （Ci ） は 、　反 応 初 期 段 階 で ア ビ セ ル

か ら セ ロ ビ オ
ー

ス
』
を 生 成 し 、 セ n オ リ ゴ 糖 を セ v 、ビ オ ース 、　セ ロ ト リ オ

ー
ス 単 位 で 分 解 す

る エ キ ソ タ イ プ の セ ル ラ
蕊 ゼ で あ り．　パ パ イ ン 消

．
化 に よ り、　ア ビ セ ル 吸 管 能 及 び 同 分 解 能

を 特 異 的 に 失 っ た 　Exo 　 l’（C の と 　ア ビ セ ル 吸 着 能 を 有 す る ア ピ セ ル 親 和 部 位 　GPExo に 変

換 す る 。 今 回 は ． 本 菌 の 産 生 す る 水 溶 性 基 質 分 解 パ タ
ー

ン を 異 に す る ア ビ セ ル 轄 化 型 の 3
種 の エ ン ド セ ル ラ ーゼ の う ち ， Ex 。 1 と 最 も 顕 薯 な 相 乗 作 用 を 示 す End 。 皿 　の 結 晶 セ ル ロ

ー
ス 親 和 部 位 の 取 得 並 び に C1 、　 C． 型 エ キ ソ 及 び エ ン ド セ ル ラ ー ゼ に よ る ア ビ セ ル 分 解 相

乗 作 用 つ い て 報 告 す る．
（方 法 と 綺 果 ）　Endo 照 　（Mu ； 61 ，000 ） に 1／3ao 量 の パ パ イ ン を 添 加 し 、　30C

’
、　12　 h 反 応

後 、各 種 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に て 精 製 を 行 い ．Endo 　皿
’
　（睦 K ；　43 ，0eO ）　と 　GPEndo 　〔Mva ；

12sOOO ｝ を 取 得 し た 。　 Endo 　 m 「
は 、　 Endo 皿 　に 比 べ て ア ビ セ ル 吸 着 能 及 び 同 分 解 能 を そ れ

ぞ れ 1／6、　エノ3 に 低 下 し た．が ．　Endo 阻 　と 圓 様 ． 顕 著 な 糖 転 移 鮨 を 保 持 し 水 溶 性 基 質 分 解

能 は intect 　 EndoM 　と 同
一

で あ っ た 。 一
方 ．　GPEndo は 　19X の 糖 鎖 を 含 む 糖 ペ プ チ ド で、

顕 著 な ア ビ セ ル 吸 着 能 を 示 し た 。 以 上 の 結 果 か ら、 Exo 　 l と 同 横 ．　 Endo 皿 は 触 媒 能 を 持

っ た End 。 皿
’

と 吸 着 能 を 有 し た 親 和 部 位 GPEndo か ら 構 成 さ れ て お り b エ ン ド セ ル ラ
ー

ゼ に お い て も 親 和 部 位 の 欠 失 に よ り 　Cl が Cx へ と 変 換 す る こ と が 明 か と な っ た 。 っ い で ．
結 晶 セ ル u 一

ス の 分 解 に お け る 相 乗 作 照 に つ い て ． Ct 型 酵 素 と し て EKO　 I 及 び Endo 皿

を 用 い
’
、　ま た Cx 灘 酵 素 と し て Exo 　 l，及 び Endo 皿

，

を 用 い て 検 討 を 行 っ た 結 果 、　 Ci

タ イ プ 同 士 の Exo 　 l 及 び Endo 頂 　共 存 下 で 、 蝕 も ア ビ セ ル 分 解 の 相 乗 効 果 が 認 め ら れ ．
エ キ ソ あ る い は エ ン ド 型 酵 素 の

一
方 が、　Cx タ イ プ で あ る 場 合 、　相 乗 効 果 は 低 下 し た 。 つ ま

り． 結 晶 セ ル ロ
ー

ス 分 解 を 効 串 よ く 行 う に は 、 親 和 部 位 を 有 す る C1 タ イ プ 同 士 の 作 用 機

作 を 相 異 す．る セ ル ラ
ー ゼ に よ る 共 同 作 用 が 重 要 で あ る こ と が 明 示 さ れ た 。

　 　 　 　 SyRergis ヒic 　actions 　on 　the 　Avi 巳 el −hydrolysis 　by 　tbe 　Ct 　and 　Cx

　 　 　 　 　 tyPes 　Df 　exo 鬯　and 　endocellulases 　from 　Triehoder 田 a 　viride 　，
　 　 　 　 oNasatoshi 　Go し o ，　Masaaki 　閥 akabayashi ，　Kensuke 　Fvrukawa

，　a ロd
　 　 　 　 　 Shinsaku 　Hayashida 　（　Dep し ．　of 　kgricT 　Chem 。，　Kyushu 　Univ ．　）
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清酒麹菌 （Asp θrginus 　oryzae ）の グ ル コ ア ミ ラ ーゼ の 生澱 粉分解活 性 に つ い て

（月桂 冠　 総合研 〉○秦　 洋 二 、川戸章 嗣、今安　聴

（醸 造資源概 ）

．
田 村 學造 　 （醸造試験所 ）五 味勝也 、北本勝 ひ こ 、熊谷 知栄子

【自的】演者 ら は清 酒麹 菌 （Aspergi 〃us 　oryzae ＞の グ ル コ ア ミラ
ーゼ （GA ＞の 分子 レ ベ ル で の

解析 を行 うため、その 遺 伝子及 び cDNA をク ロ
ー

ニ ン グ し、塩基 配列 を決 定 した。その結果 、

A ，oryzae の GA に は 、　 A ．　niger の GA に存在する セ リ ン とス レ オ ニ ン に豊富な領域 （TS 領域）

が 欠失 して い る こ と が 明 らか とな っ た
1）．2｝

。

一
方 、Aoryza θの GA は A．　niger の GA に 比 べ て 、生

澱粉分解活性が低 い 事が知 ら れ て い る 。 A ．oryza θの GA に お け る TS 領域 の 欠失 と生澱粉分 解活

性 と の 関係 を明 ら か に す る た め 、そ の cDNA を酵週 に 導 入 し、発現 さ れ た GA を用 い て 生澱粉

分解活 性 に つ い て 検討 を行 っ た 。

【方法 及 び 結果｝ cDNA を導入 した 形質転換酵母 か ら分泌 さ れ た GA を精製 し た結果 、分 子 量 が

SDS − PAGE よ り 67kd 、糖含量が 6 ％で あ っ た 。

一方 、　A ，oryza θ （RIB40 ） を用 い た清

酒 麹 か ら精 製 さ れ た GA は、糖含 量 が平 均 で 50 ％ 、SDS − PAGE に よ る 分 子量 が フ O − 1

20kd で ある
η 。　 生澱粉分解 活性 に つ い て、清酒麹か ら精製 さ れ た GA は 、殆 ど 生澱粉 を 分解

し な い の に対 し、形質転換酵母 か ら得 られ た GA に は 、強 い 生澱粉 分解活性 を持 つ A ．　niger と同程

度 の 生 澱粉分解活性 が検 出 された。また、EndoH に よ る糖鎖 を除去 した結果 、SDS − PAGE

に よ る 分子量 は、酵母 の GA で は 、cDNA か ら類推 さ れ る 分 子量 サ イ ズ で あ る 65kd に シ フ

トす る の に対 し、麹か ら の GA で は 50kd に分子蚤が減少 した 。 また ペ プチ ドマ ッ ピ ン グ の 結

果よ り 、こ の分子量の減少 は C 末端 部分 の ドメ イ ン の プ ロ ッ セ シ ン グによ る こ とが示 唆 された 。
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